













































































④ 3次元領域では生成 された多数の mode間の非線形相互作用を通してのエネルギー再分配
によるスペクトル平滑化,及び Plumeの3次元化 (H:35-70cm)が観測された｡
このような層流乱流遷移は2次元ジェット, 2次元 wakeにおけるものと類似 している｡
また,ブジネスク近似の成立する範囲において,Ⅰnstabilitymodeの周波数はGrashor数Gr
に比例 した｡Plumeの中心温度の高さによる変化,Plumeの平均温度分布,Gebhartの General




鳴効果 (内部エネルギ一差 dE=0)が重要であるのか,それ とも分子のイオン化における
Franck-Condon 原理が有効であるかという問題について長年議論されてきたが,まだ未解決で
ある｡その主な原因はイオンの始状態を区別し,かつ生成分子イオンの終状態を決定すること
ができないためである｡
○
本研究では,A+-NO,A+-COの反応で生成される中性粒子Arの並進エネルギーを,飛行r ∫
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